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昭和55年 9月 1日
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80年代

らく基礎で

下水道

(大村ポンプ場完成予想図)

今年は、下水道法が施行されて21周年になります。

本市は他市にくらべ下水道が遅れていますので、みん

なの力で 1日も早く下水道を完成きせましょう 。

写真は、大村ポンプ場の完成予想図です。ここに大

村地区の下水を集め終末処理場へ送ります。場所は水

主町の埋立地で建設中です。そのほか 2ヵ所のポンプ

場建誌が予定されています。
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。
水
洗
便
所
を
使
え
ま
す

浄
化
槽
が
な
く
て
も
、
水
洗
便

所
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
衛
生

が
、
直
接
川
や
海
に
流
れ
込
む
こ

と
が
な
く
な
る
た
め
、
水
が
よ
ご

さ
れ
た
り
、
悪
臭
を
放
つ
こ
と
が

な
く
な
り
ま
す
。
魚
な
ど
の
生
物

が
生
き
か
、
え
り
、
青
く
澄
ん
だ
美

し
い
水
を
と
り
も
ど
し
ま
す
。

進
め
よ
う
下
水
道
整
備

的
で
快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

り

第
印
回
全
国
促
進
デ

l

おおむ

。
街
が

き
れ
い
に
な
り
ま
す

9
月
日
日
を
中
心
に
1
週
間
展
開

き
た
な
い

ド
ブ
や
ミ
ゾ
が
な
く

な
る
の
で
、
蚊
や
ハ
エ
の
害
虫
の

発
生
を
防
い
だ
り
、
伝
染
病
の
予

防
を
し
た
り
、
街
の
中
を
清
潔
に

美
し
く
し
ま
す
。
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r- ま理
て........ す解

い
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
意
識
さ
れ

な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に

起
因
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

，刀

下
水
道
の
伐
訓
は
重
要
で
あ
る

も
の
の
、

そ
の
性
格
は
地
味
で
、

あ
ま
り
人
目
に
ふ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
い
て
私
た
ち

の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
都
市
活

動
や
個
人
の
生
活
端
境
や
財
産
を

守
る
機
能
を
十

分
に
発
揮
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
て

み

る
と
、
下
水
道

は
私
た
ち
が
生

き
て
い
く
た
め

の
大
切
な
ぷ
幹

施
ぷ
で
あ
り
、

一
日
も
早
く
下

水
道
を
整
備
し

な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

下
水
道
の
早

…下
水
道
と
は

何
だ
ろ
う
ノ
…

私
た
ち
の
生
活
川
環
境
を
快
適
に

す
る
下
水
道
。
こ
の
下
水
道
と
い

う
も
の
は
果
し
て
何
な

の
で
し
ょ

う
か
。
き
た
な
い
も
の
を
よ
み
が

え
内
せ
る
、
何
か
魔
法
の
よ
う
な

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

誰
も
が
知

っ
て
い
る
下
水
道
で

す
が
、
系
外
正
し
く
は
知
ら
れ
て

い
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

と
い
う

こ
と
は
、

人
は
誰
で
も

一
度
他
い
終
っ
た
よ
ご
れ
た
水
、

汚
水
に
対
し
て
、
ど
こ

へ
ど
う
流

れ
て
い
き
、
自
然
や
川崎
境
に
ど
ん

な
影
響
を
与
、え
て
い
る
の
か
、
と

い
う

こ
と
に
あ
ま
り
関
心
を
持
ち

ま
せ
ん
。
ま
た
、
汚
水
を
処
理
す

る
下
水
道
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
地
下
に
埋
め
ら
れ
て
い

る
地
ぷ
の
た
め
、
私
た
ち
人
聞
の

血
管
と
同
じ
よ
う
に

か
あ
る
H

と

市政だより

。
川
や
海
が

き
れ
い
に
な
り
ま
す

。
大
雨
が
降
っ
て
も
浸
水
し
ま
せ
ん

大
雨
が
降
る

と
浸
水
す
る
低

い
場
所
で
も
、

す
ぐ
に
排
水
で

き
る
た
め
、
水

た
ま
り
や
滞
水

が
な
く
な
り

浸
水
か
ら
人
々

の
生
命
や
財
産

を
守
り
ま
す
。

昭和55年 9月 1日
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家
庭
か
ら
の
汚
水
や
工
場
廃
水
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一
下
水
道
は
す
ぐ
に
は
…

で
き
ま
せ
ん

美
し
い
自
然
と
生
活
環
境
を
守

る
下
水
道
は
、
必
要
と
思
っ
て
も

す
ぐ
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
下
水
道
施
設
の
建
設
に
は

長
い
年
月
と
優
れ
た
技
術
、
さ
ら

に
は
巨
額
の
費
用
を
必
要
と
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域

住
民
の
理
解
と
協
力
が
な
く
て
は

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
カ
を
お
願
い
し
ま
す
。

り

で下
き水
ま道
すは

つ'
し
て

お おむ市政だより(3) 
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下
水
道
は
、

い
ろ
い
ろ
な
人

々
の
手
に
よ
り
、

多
く
の
過
程
を

ふ
ま
え
て
つ
く

ら
れ
ま
す
。

下
水
道
の
建

設
に
は
多
額
の

費
用
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
前

に
も
述
べ
ま
し

た
が
、
そ
の
費

用
の
財
源
と
し

て

ω固
か
ら
の

補
助
金

ω地
方
交
付
税

ω起
債

凶
受
益
者
負
担
金

な
ど
を
当
て
、
下
水
道
の
建
誌
を

促
進
し
て
い
ま
す
。
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成 :

家
庭
か
ら
の
汚
水
、
工
場
・
事

業
所
の
廃
水
が
処
理
で
き
る
公
共

下
水
道
が
完
成
す
る
と
、
法
律

(
下
水
道
法
)
に
よ
っ
て
公
示
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
公
示
が
あ
る

と
、
各
家
庭
で
は
汚
水
を
公
共
下

水
道
に
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
し

水
洗
便
所
の
使
用
も
可
能
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
水
洗
化
に
つ
い
て

は
、
公
示
の
日
か
ら
三
年
以
内
に

汲
取
り
便
所
や
浄
化
槽
式
便
所
を

水
洗
便
所
に
改
造
す
る
よ
う
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

重量

置

下
水
道
の
建
設
促
進
の
必
要
性

あ
る
い
は
下
水
道
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
深
め
、
あ
わ
せ
て
促
進

の
ム
ー
ド
を
全
国
的
に
盛
り
あ
げ

る
た
め
懸
賞
を
募
集
し
ま
す
。

応

募

締

切

九

月

三
十
日
(
当
日

消
印
有
効
)

送
付
先
市
下
水
道
業
務
課

審
査
員
後
援
・
共
催
団
体
の
責

任
者

発

表

十

二
月
中
旬
の
予
定

共
催
団
体
日
本
下
水
道
協
会
・

日
本
水
道
新
聞
社

後

援

建

設
省
・
厚
生
省

協
賛
朝
日
学
生
新
聞
社

※
応
募
締
切
、
送
付
先
、
発
表
な

ど
は
各
部
門
と
も
同
じ
で
す
。

※
各
部
門
と
も
応
募
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

※
特
選
、
準
特
選
、
入
選
作
品
の

版
権
は
共
催
者
に
属
し
ま
す
。

〔
作
文
の
部
〕

テ
l
マ
下
水
道
の
促
進
に
関
す

る
も
の

応
募
資
格
小
・
中
学
生
に
限
る

(
小
学
生
〕

千
字
j

千
六
百
字

〔
中
学
生
)
千
六
百
字
i
二
千

軍

直面

字
※
原
稿
用
紙
は
四
百
字
詰
で
た
て

書
の
こ
と
。

賞
(
小
学
生
)
特
選
一
点
目
白

本
下
水
道
協
会
会
長
賞
と
副
賞

入
選
三
点
H
副
賞

(
中
学
生
)
特
選

一
ぃR
U
日
本

下
水
道
協
会
会
長
賞
と
副
賞

入
選
三
点
H
副
賞

〔
標
語
の
部
〕

テ
l
マ
下
水
道
の
促
進
に
関
す

る
も
の

応
募
資
格
特
に
制
限
な
し

応
募
方
法
ハ
ガ
キ
一
枚
に
二
編

以
内
、
何
枚
で
も
可

賞
特
選
一
点
U
厚
生
大
臣
賞
と

副
賞
、
準
特
選
リ
日
本
水
道
新

聞
社
社
長
賞
と
副
賞
、
入
選
三

点

U
副
賞

〔
図
画

ポ
ス
タ
ー
の
部
〕

テ
ー
マ
下
水
道
の
建
ぷ
促
進
、

管
理
運
営
に
関
す
る
も
の

応
募
資
格
小
・
中
学
生
に
限
る

規

定

サ

イ

ズ

は

B
4
1
A
2
判

以
内
で
ポ
ス
タ
ー
に
は
「
九
月

十
日
全
国
下
水
道
促
進
デ

l
」

の
文
字
を
入
れ
る
こ
と

賞
(
小
学
生
〕
特
選
一
点
H
建

設
大
臣
賞
と
副
賞
、
入
選
三
点

H
副
賞

(
中
学
生
〕
特
選
一
点
H
建
設

大
臣
賞
と
副
賞
、
入
選
三
点
H

副
賞

※
詳
し
く
は
市
下
水
道
業
務
課
へ
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〈小学生の部〉特選・建設大臣賞く中学生の部〉特選・建設大臣賞

80隼代ひらく基礎です下水道

熱田じ ゅん
岡山市立大宮小学校 6年

紫藤正子
川越市立初雁中学校 3年

聞一品で一ポ山ι一 スげι…夕ト日一寸と4(M川一作何…品

採用きれたものです。

~ 

園

画

軍

匝習

下
水
道

住
み
よ
い
郷
土
の

快
適
な

画面

画

団

あ
て
つ
だ
い

松
並

一
丁

目

吉

田

ナ
、ソ

く
ら
し
を
さ
さ
え
る
下
水
道

古

町

二

丁

目

成

山

敏

雄

未
来
都
市

ま
づ
手
始
め
に

告下
三 万く

百道
徳

永

渥

美

た
く
さ
ん
の
作
品
を
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
本

市
か
ら
入
選
作
品
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
市
で
は
右
の

三
点
を
優
秀
作
品
に
選
び
ま
し
た
。
今
年
も
た
く

さ
ん
の
応
募
作
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
工
事
に

下
水
道
工
事
は
、

一
時
的
に
人
ゃ
い
阜
の
交
通

事
情
を
悪
く
し
た
リ
、
付
近
の

端
境
を
悪
化
さ
せ
た
り
、
そ
の

ほ
か
、
な
に
か
と
皆
さ
ん
に
ご

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
多
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た

こ
と
を
、
最
小
限

に
し
よ
う
と
下
水
道
工
事
は
、

最
新
の
技
術
と
工
法
を
採
用
し

て
、
懸
命
の
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。


